
　
　
「
目
分
た
ち
の
国
は
、
自
分

た
ち
の
力
で
良
く
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
－
こ
の
春

九
大
医
学
部
大
学
院
麻
酔
科
を

卒
業
す
る
ジ
ュ
ナ
イ
ド
・
シ
ャ

フ
ィ
ッ
ク
さ
ん
（
三
二
）
ら
三
人
の

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
留
学
生

か
、
力
を
合
わ
せ
て
今
夏
、
首

都
ダ
ッ
カ
で
「
ジ
ャ
パ
ン
ー
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
病
院
」
　
（
三
十
床
）
を
開

院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
留
学

生
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
で
就
職

し
て
し
ま
う
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
。
百

本
国
で
学
ん
だ
威
は
仁
尹

と
い
う
こ
と
を
実
践
す
る
の
は

貧
し
い
母
国
し
か
な
い
」
と
三

年
前
、
三
人
で
決
め
た
約
束
を

実
現
す
る
。

留学生３人

　　　j-■－
九大･東大･琉球大

高
給
よ
り
バ
ン
グ
ラ
の
た
め

　
病
院
を
開
く
の
は
、
ジ
ュ
ナ

イ
ド
さ
ん
と
、
東
大
医
学
部
第

二
外
科
の
サ
ル
ダ
ー
ル
・
ナ
イ

ム
さ
ん
（
三
二
）
、
琉
球
大
医
学
部

外
科
の
フ
ァ
イ
サ
ー
ル
・
ム
ア

ザ
ム
さ
ん
（
一
言
。

　
昨
平
す
月
、
大
使
館
を
通
じ

て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
か
ら

開
院
許
可
が
下
り
、
病
院
の
施

設
を
無
償
で
提
供
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
三
月
末
に
帰

国
、
さ
っ
そ
く
開
院
準
備
に
取

り
掛
か
る
。
「
貧
し
い
人
た
ち

の
た
め
に
、
初
め
は
週
一
日
を

無
料
に
、
軌
道
に
乗
れ
ば
ベ
ッ

ド
の
半
分
は
無
料
に
し
た
い
」

と
ジ
ュ
ナ
イ
ド
さ
ん
は
夢
を
語

帰国後､病院開設へ

　「回回ぬ」提供呼びかけ

る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
日
本

に
医
学
生
と
し
て
留
学
、
今
春

卒
業
す
る
の
は
約
十
人
。
し
か

し
、
三
人
以
外
の
ほ
と
ん
ど
は
、

給
料
が
商
い
日
本
や
ア
メ
リ
カ

な
ど
で
就
職
す
る
と
い
う
。

　
三
月
に
三
人
が
帰
国
す
る
ま

で
の
最
大
の
課
題
は
、
治
療
の

た
め
の
機
材
の
調
達
。
三
人
の

た
め
に
、
東
京
で
は
、
民
間
か

ら
無
償
提
供
の
ベ
ッ
ド
三
十
台

を
す
で
に
現
地
に
輸
送
、
福
岡

県
内
の
個
入
居
院
な
ど
も
機
器

提
供
を
申
し
出
て
い
る
。
が
、

三
人
の
技
術
を
十
分
に
生
か
し

て
治
療
を
行
う
に
は
機
器
は
ま

だ
足
り
な
い
。

　
ジ
ュ
ナ
イ
ド
さ
ん
や
支
援
者

ら
は
、
不
用
に
な
っ
た
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ナ
ー
、
麻
酔
器
、
手
術
用

機
材
、
滅
菌
器
な
ど
約
四
十
九

自国に病院を開くバングラデシ

ュの九大留学生ジュナイド・シ

ャフィックさん

種
類
の
提
供
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
機
器
提
供
の
連
絡
先
は
＝

０
９
２
（
６
４
１
）
１
１
５
１

内
線
２
６
１
３
日
日
九
大
医
学
部

麻
酔
科
。
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